
別記様式 

 担当課 生涯学習課 

会 議 の 名 称 第１回 鴻巣市社会教育委員会議 

開 催 日 令和７年６月２５日（水） 

開 催 時 間  午前１０時００分 開会 ・ 午前１１時００分 閉会 

開 催 場 所  鴻巣市役所本庁舎３０３会議室 

議長(委員長・会長) 

氏 名 
委員長 平賀健郎  

出席者(委員)氏名 

（出席者数） 

野本昌宏 池澤貴勇  渡邉峰雄  佐藤久子  森田文江  

江原浩昭 平賀健郎  間中由利子 真鍋 透  渡邉惠子 

森田博子 小川はるみ 関口貴美子 峯岸幸子  

                       （１４名） 

欠席者(委員)氏名 

（欠席者数) 
金子由正（１名） 

事務局職員職氏名 

教育部長           鳥沢保行 

生涯学習課課長        清水健紀 

生涯学習課副課長       清水裕子 

生涯学習課副主査       應本麻衣子 

傍聴の可否 

（傍聴者数） 
可 （０名） 

会

議

の

内

容 

（議題等） 

１ 委嘱状の交付 

２ 開会 

３ あいさつ 

４ 議題 

(1) 令和６年度社会教育関係団体への補助金交付状況について 

(2) 令和７年度社会教育・生涯学習に係る事業計画について 

(3) 令和７年度社会教育関係団体への補助金交付について 

(4) 令和７年度鴻巣市社会教育委員の活動予定について 

(5) 鴻巣市社会教育委員から選出する各種協議会委員について 

５ その他 

６ 閉会 

 

（決定事項など） 

 

 (1) 令和６年度社会教育関係団体への補助金交付状況について説明を行い、次

のような質問、意見があった。 

  ・令和７年度の郷土芸能保存会補助金額は令和６年度と変更はあるか。 

  →令和７年度補助金額は令和６年度の補助金額と同額と回答。 

 ・郷土芸能発表会補助金は令和７年度も継続するのか。 

   →郷土芸能発表会は５年に１度開催しており、令和６年度は開催年だった

ため補助金を交付した。次は令和１１年度の予定。 

 



 (2) 令和７年度社会教育・生涯学習に係る事業計画について説明を行い、次の

ような質問、意見があった。 

  ・社会教育関係各種委員会等の開催一覧の中に公民館運営審議会が入ってい

ない。生涯学習課の管轄外かと思うが、公民館は社会教育にとってなくて

はならない施設なので載せてもいいのではないか。 

  →次年度は公民館運営審議会についても掲載する。 

  ・須田剋太展実行委員会が高齢化により弱体化している。事務局として何か

対策等を考えているか。 

  →須田剋太展実行委員会に限らず、色々な実行委員会等が高齢化してい

る。新しい方に入ってもらいつつ、各団体と市が協議しながら支援や助

言をしていきたい。 

 ・吹上生涯学習センターで実施しているコスモス大学について、どのように

捉えているのか。 

  →吹上生涯学習センターが行っている事業であり、２年にわたり専門的な

研究をしている。研究テーマによっては生涯学習課に資料がある場合が

あるので、必要に応じて資料の提供等協力していきたい。 

 ・市民大学について、令和８年度は須田剋太に関する講座を入れたらどうか

と生涯学習推進実行委員会で提言してみては。 

 ・市民大学について、令和６年度の応募状況は。 

  →全講座受講生１２０名募集に対して１３４名の応募があった。生涯学習

推進実行委員会で審議した結果、抽選は行わず全員受け入れた。 

 ・令和８年度の市民大学の講師について、指導者人材バンクの活用や広報で

講師募集を行う等してはどうかと生涯学習推進実行委員会で提言してみて

は。 

 ・若い方を育てるのも大切。若い方向けの講座も考えてもらえれば。 

  →若い方向けの講座で何か新しいものが出来ないか検討したい。 

・鴻巣で活躍している若い芸術家を育てる場があってもいいのでは。 

  →秋に作品展を行っており、そこで小学生の作品展示もする予定。それ以

外にも何かできないか課題としたい。 

 ・クレアこうのすの指定管理者（（公財）鴻巣市施設管理公社）が若い音楽

家を育てる事業を実施している。今後の活動にも期待したい。 

 ・令和６年度にクレアこうのすで実施した「小さな手の大きな作品展」を、

施設に立ち寄った市民の方がよく見ていた。開催場所を色々と検討し、芸

術家や子どもの作品を展示したら、市民の方にも芸術的な芽が育っていく

のではないか。 

 ・吹上で実施している古写真展のように、鴻巣で活動している方の様子を写

した写真や作品の展示も時々行うと良いのではないか。 

・芸術活動の充実に繋がる「鴻巣市文化芸術振興基本計画」の策定により、

クレアこうのすの事業計画書では子供から大人までを対象とする芸術文化

の振興の充実が図られている。芸術振興基本計画という素晴らしいものが

出来てよかった。 

  ・若い方はインスタやSNSをよく見ている。鴻巣で活躍する方をインスタ等で

紹介するのも良いのではないか。 

 

(3) 令和７年度社会教育関係団体への補助金交付について説明を行った。 

 



(4) 令和７年度鴻巣市社会教育委員の活動予定について説明を行った。 

 

(5) 鴻巣市社会教育委員から選出する各種協議会委員について、次のとおり報

告を行った。 

 

その他において、当日配布資料の説明を行った。 

 

     

配
布
資
料 

・次第 

・第１回社会教育委員会議資料 

・関係各課資料（こども応援課・スポーツ課・公民館） 

・鴻巣市文化芸術振興基本計画（令和７年度～令和１６年度） 

・人権教育広報 北足立北部人権教育№４２ 

・令和７年度前期分鴻巣市生涯学習ガイド 

注 会議の内容の欄は、主な意見や質疑内容を交えて概要を記入し、記入事項が多い

 場合は、別紙に記入するものとする。 


